
美祢住宅団地 『 来福台 』 の
民間活力の導入可能性について

美祢市 総務企画部 地域振興課

ら い ふ く だ い



①美祢市の概要

○ 市の概要
本市は山口県西部のほぼ中央に位置し、総

面積は472.64㎢を有している。
国道３路線に加え、市を横断する高速道路

は２か所のインターチェンジが設置され、ＪＲ
美祢線が市を縦断するなど交通の要衝となっ
ている。

○ 人口・高齢化率（R3.5.31現在）
23,072人、43.31％
【うち来福台1,722人、18.99％】

美祢市



平成７年から分譲開始し、現在は、全982区画のうち販売済みが693区画
（70.6％）、分譲中が120区画、未分譲が169区画（うち6丁目133区画）
となっている。
直近10年の販売実績は4.8区画／年、直近5年は6.8区画／年。

②来福台の概要





○ 来福台の強み（キャッチコピー・ＰＲポイント）
来福台は、市街地から少し離れた高台にあり、自然災害も少なく、地内に13

ヶ所の公園がある緑豊かな自然に囲まれた閑静な住宅街。近くには、総合病院
（美祢市立病院）や病児保育施設もあり、子育てにやさしい街です（各施設
約1.8㎞）。

○ 来福台の弱点・課題
来福台の中心（来福センター）から小学校までの距離が約2.2㎞（６丁目

中心の公園からは2.7㎞）と少し遠い（中学校までも同距離）。
市内には「小児科」と標榜した病院がないため、“小児科がない街”のイメージ。
市内に高校が２校（県立１校、私立１校）しかなく、選択肢が少ない。

○ その他
【宅地として活用する場合】

総合計画で『若者・女性・地域がかがやき こどもの笑い声が響くまち』を目
指していることから、できれば“若年層”に居住していただきたいが、そうでない
場合、これを否定する根拠が必要となる。



来福台（全982区画）のうち、『６丁目』の一団
の未分譲地133区画、約59,900㎡※において、
民間活力の導入の可能性について伺う。
※ 宅地 約42,500㎡ ＋ 道路 約15,760㎡ ＋ 公園 約1,640㎡

現状は宅地造成済み区画となっているが、宅
地以外に用途変更することも含め、“公有地
未利用地の解消”を第一目的に意見を伺う。

③サウンディングの目的



④対象地の概要・現況

【来福台全景】（来福台の中で一番高台にある６丁目）

【６丁目拡大】

６丁目の下段部分は、
傾斜に沿って存する
ため区画ごとに擁壁
が設置されている。

６丁目最上部は、比較的
傾斜も少なく、高台から
の眺望の良い一団の土地

となっている。

◎第１種低層住宅専用地域
◎６丁目建築協定（丁目毎）



⑤質問事項・留意事項等
（第１種低層住宅専用地域の範囲内での販売）

現状の分譲区画数、販売ペース、今後の人口減少等を考慮すると、一般
向け住宅用地としては不要と考える。
⇒ 住宅用地として販売等するには、施策的に行う必要がある。

（例:「若年世帯に無償で譲る」等 ⇒ 需要があるか要検討。）
（用途変更も場合によっては可）

第１種低層住宅専用地域以外の用途に変更して活用。
【注意】用途地域の変更を行う場合は時間を要する（住民説明会等行う

必要があり、素案作成から１年以上を要すると思われる）。
また、『６丁目建築協定』があることから、協定の廃止又は変更を
行う場合、６丁目住人（９世帯）の了承を得る必要がある。

○ その他
６丁目の活用施策を検討するにあたり、プレイベント的な利用等として、次の

区画も併せて活用可（両方とも一団の区画）。
・７丁目4～5番地の28区画 【未分譲地】
・８丁目4～6番地の19区画 【企業従業員宿舎等許容区画（現在は、
一般住宅用地としては販売していない区画）】



⑥スケジュール（予定）

今回 サウンディング（オープン型）の実施

R3年度中 サウンディング（クローズ型）の実施

R3年度中 『住宅団地販売事業計画』策定
※ ６丁目の使途等の方向性を示した内容に。

R4年度～ 事業計画策定


